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　看護職の存在意義の一つは、生活者を支援する専門職であるこ

とです。その活動のためには暮らす「人」を見守る力量、すなわ

ち、周りとの関わりに機能する中枢神経系・感覚系・運動系と

いった、より生活に直結する、すなわち「生きていく」ための

フィジカルアセスメントが重要です。

　その前提としては｢生きている｣生命体である「人間」を観察

できるためのフィジカルアセスメント能力が不可欠です。人間の

生命維持を脅かしかねない危機に対応するための医療ケアがある

ならば、患者に最も近い存在である看護職にはその危機を見抜く

ことができるフィジカルアセスメント能力はあらゆる場面で不可

欠なものです。この命を救う行為は必ずしも看護職が単独に行う

ものでもありませんが、患者に一番接する機会が多い看護職が、

先ずはその変調に気が付きそびれてはならないのです。　　　　

　本セミナーではこの優先すべき生死に直結し得る機能、すなわ

ち呼吸・循環を中心にした実践的なフィジカルアセスメントのセ

ミナーとして企画しました。　　　　　　　　　　　　　　　　

　また、近年、フィジカルアセスメントのスキルが必要とされて

いる薬剤師の方々にも受講していただけます。
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